
1 次の不定積分を求めよ.（各 10/計 30点）

(1)
∫

5x − 4
2x2 + x − 6

dx (2)
∫

x

x2 + 2
dx (3)

∫
x2 log x dx
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2 座標平面上に積分領域Dを図示し (各 5/計 10点), 2重積分の値を計算せよ (各 5/計 10点).

(1)
∫∫

D
(3x − y) dxdy, ただし, D = {(x, y)| 0 5 x 5 1, 1 5 y 5 2}.

(2)
∫∫

D
x3y dxdy, ただし, D = {(x, y)| x + y 5 1, 0 5 x, 0 5 y}.
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3 a > 0 について, D = {(x, y)| x2 + y2 5 a2} とおくとき, 次の問に答えよ.

(1) 領域 D を座標平面上に図示せよ (5点).

(2) 極座標変換 x = r cos θ, y = r sin θ について, そのヤコビアン (Jacobian)の絶対値
∣∣∣∣∂(x, y)
∂(r, θ)

∣∣∣∣ の値が,

r に等しいことを示せ (5点).

(3) 次の値を求めよ (各 10/計 20点): I =
∫∫

D
e−x2−y2

dxdy, K =
∫∫

D
x2 dxdy.
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4 以下の問に答えよ.（各 10/計 20点）

(1) f(x) = x
√

x2 + 1 + log(x +
√

x2 + 1) について, その微分 f ′(x) を計算せよ.

(2) 問 (1)の結果を用いて, 座標平面上の曲線 C: y =
x2

2
(0 5 x 5 1) の長さを求めよ.
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